
 

 

 

 

 

 

★「社会に学ぶ『１４歳の挑戦』」 活動へのご協力ありがとうございました★ 

新型コロナウイルス感染症流行後、かつ、中学校統合後、明峰中学校で初めて３日間という活動日を設けた「社会に学ぶ『１４

歳の挑戦』」が行われました。活動に際しまして、日々のご家庭での温かい声掛け、お弁当づくり、日誌やアンケート記入等、あ

りがとうございました。体験の様子やしおりの文章、会話の中から、「働くこと」の意義を、体験した事業所の方々の姿から学び

取ってきてくれたのではないかと感じています。 

子ども達は、時候の挨拶や手紙の書き方を国語や総合的な学習の時間に学習し、事業所へのお礼状に取り組んだり、個人新聞を

作成をしたりすることで職場体験のまとめをしています。「社会に学ぶ『１４歳の挑戦』」から、様々な経験を積み、頼もしい２年

生になってきています。新聞集も楽しみにお待ち下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒部市立明峰中学校 

2学年だより 第４号 

Ｒ５.10.25(水)発行 

題字担当：2組 

★ しおりやアンケートから感想を抜粋させていただきました。 

＜「社会に学ぶ『１４歳の挑戦』」を終えて～生徒の感想より＞ 

 

・「働くことの意義」。その言葉を聞いて、はじめは「給料のことかな」と 

思いました。しかし、「１４歳の挑戦」が終わってから考えたことは、 

「お客さんからの感謝」でした。品出しをしていた時に「ありがとう」 

と言われたからです。それまであった疲れがとれて、楽になって自然と 

やる気がわいてきました。お金も大切だけど、それ以上に人から感謝さ 

れることは、何事にも変えられないことだと分かりました。将来、自分 

がどんなことにやりがいを感じられるかを考えて、仕事に就きたいです。 

いろいろな物が手に入ることを当たり前だと思わず、たくさんの人がそ 

の商品に関わっていることに感謝しようと思いました。（小売業体験） 

・僕が感じた「働くことの意義」は、楽しむことです。僕の体験場所の方 

はお花が大好きで、会社を経営されていました。とても大変な仕事です 

が、楽しんで仕事をしておられるように感じました。事業所の方へ。 

「貴重な体験をさせてもらえて、働くことの大切さ、大変さを実感する 

ことができ、感謝でいっぱいです。」そして両親へ。「いつもがんばって 

家族の生活を支えてくれてありがとう。これからは２人に感謝しながら 

中学校生活を過ごしていこうと思います。」（農産業体験） 

・働くというのは、生きるために必要なことだが、人のため、人を笑顔に 

するために人と人とが協力して頑張るということだと考えました。給料 

というのは、人のために頑張ったから得られるのだと思いました。働く 

ことの真理は、「人のため」、働くことの意義は「人のために協力し合う 

こと」「協力し合うことで社会のためにもなること」だと思しました。 

（福祉施設体験） 

・仕事で感じるやりがいが働くことの意義だと思いました。お客さんに 

楽しんでほしい、喜んでほしいという気持ちで働くのがサービス業で 

した。相手が「楽しんでくれるとうれしくなる」ということから、と 

てもやりがいを感じました。そして、いろいろなことにプロはいつも 

落ち着いて対応をしていらっしゃいました。心を込めて「行ってらっ 

しゃい」と言うと、お客さんが手を振り返してくれました。それはと 

てもうれしいことでした。うれしいという気持ちはやりがいにつなが 

っていることが分かりました。２日間の短い期間でしたが、たくさん 

の経験ができました。すごく楽しかったです。ありがとうございまし 

た。（サービス業体験） 

 

   

  舞台の奈落を見てみよう 車の裏はどんな構造？ 

    

商品管理の体験 

  
 おいしく安全で美しい食品のために！ 

   

  レジや観光案内の体験    トイレもしっかり磨きました 

  

隅々まできれいにしよう！洗車体験 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・私は今回、社会人としてのマナーや仕事のやりがいを学んだ。「挨拶」 

「言葉遣い」「身だしなみ」が働くために大切なんだと思った。働くと 

疲れるけれど、仕事ぶりを褒めてもらったり、お客さんに感謝された 

りするととてもうれしくなった。３日間だけでもとても疲れたが、世 

の中の人、家族は毎日のように頑張っていて本当にすごいなと思った。 

いろいろな年代の方たちと働くので緊張していたが、職員の方々はと 

ても優しく、３日目になるとだいぶ緊張もほぐれた。大変な中に楽し 

いこともあると知ることができてよかった。（小売業体験） 

・働く意義とは「周りとの協調性を大切にして社会の役に立つ」ことだ 

と思いました。どんな仕事でも、周りの人と協力してよりよい社会にすることが必要だと思ったし、働くことで社会を動かす

力になれると感じたからです。みんなで声を掛け合うことで仕事をスムーズに進めることができました。一つ一つの仕事内容

が細かく、利用者の方々のニーズに合わせて仕事を行うことはとても時間がかかりました。苦労も大きかったですが、終わっ

た後の達成感はその疲れを吹き飛ばすほどでした。どんな仕事も真剣に取り組むからこそ、仕事になるのだと気付きました。

（公共施設体験） 

・「自分を成長させること」が働く意義かなと思いました。私はこの３日間、社会について学んで成長できたと思うからです。

例えば、いつもの自分より積極的に、意欲的に物事に取り組むことができた点です。「これできそう？」と聞かれると、私は

よく「分かりません」と答えてしまいます。１日目はこのように少し消極的でした。２日目からは「はい、やってみます」や

「できます」と前向きに答えることができました。働くことでいろいろな人に出会い、新しい発見ができました。そこから自

分の成長につながっていくと感じました。（幼稚園・保育所体験） 

・活動前は「働くことの意義」は全くわかりませんでした。給食を作る立場になって、できあがった給食が配缶、配送されてい

くことにとてもやりがいを感じました。仕事の中には大変な仕事もありましたが、それでも仕事をやりきれたのは、自分が働

くことで人のためになっていると感じられたからです。働くことは自分のためだけではなく、人のためになっているのだと気

付きました。（公共サービス業体験） 

 

 

＜「１４歳の挑戦」を終えて～家族からのことば＞ 

・普段は学校や部活動のことばかりで、話題も少ない日もありますが、こ 

                        の３日間は、毎日、体験してきたことや学んできたことを話してくれ、 

                        会話が増えました。本人は大変だと言っていることも、親としては頑張 

                        ってきたことにとてもうれしく思いました。そして、私も知らなかった 

                        ことを教えてくれ、とても勉強になりました。この３日間のことが、将 

                        来のことを考えるのに役立ってくれるといいです。 

・活動日数が減って残念です。３日間でも、大きな成長を感じました。そ 

                        の日の話をたくさん聞かせてもらって、事業所に感謝です。 

・活動を通して、客に対する心遣いや興味をもってもらうための工夫や努 

力がなされていることを知りました。働く上で必要な能力を高めるため 

に、日々の生活を見直し、積極的に体験を積み重ねていこうとする態度 

が見られました。 

・３日間、本当にお疲れ様。よく頑張ったね。今だから言えます。初日

は、園児のお世話がちゃんとできるのか？正直、心配でした。しかし、

毎日話を聞くうちに、「あっ、この子にこんなところがあるんだ。あんな 

ところがあるんだ。」と思いました。最終日に日誌に書いたコメントを読

んで、改めて親が知らない一面がところどころあって、我が子の心の優しさも感じられ、安心するとともに感動しました。大し

たことを書いているわけではありませんが、率直で素直なコメントの中に、ちゃんと一番大切なことも書いてありました。すご

く親の私にとって、うれしかったです。今回の活動を終えて、働いて楽しいこと、つらいこと、働くことの責任、大切な人たち

への感謝の気持ちを感じることができたこと、この経験を生かしてますます成長してくれることを期待しています。 

・普段の仕事でもお忙しいのに３日間受け入れてくださり、感謝しています。大人の中で働くことで、コミュニケーションの大

切さ、働くことの意味、ルールを守ることの大切さなど、様々なことを少しでも学んできてくれたのではないかと思います。 

 

  

    保育補助体験 

 
食事作り補助体験 

   

昼食・湯茶の給仕体験 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今回、患者の方からの見方ではなく、病院側から現場を見て、何を感じて、今後の生活にどのように生かしていくのかを考

えてほしいです。社会は決して一人きりでは成り立たない。誰かの力で支えてもらっているし、自分も誰かを支えていると

いうことを知って、自信にもつながればよいと思います。そして、自分で解決できないことは、人に頼ってもいいし、支え

てもらってもいい。多くの人と関わって、成長していってほしいです。お忙しい中、中学生を受け入れてくださった社会の

皆様に、親として感謝しています。私自身も学ばせてもらいました。ありがとうございました。 

・どんな仕事にも直接目に触れる部分と、それを支える多くの仕事 

があります。地元企業でそういうことを体験させていただき、さ 

らに他の人から感謝された時に得られる喜びにうれしさを感じら 

れたようで、ありがたく思います。働くということは「大変そう 

だ、大人になりたくない」と思われそうですが、家族以外の様  々

な人たちの働く姿から、お金のためだけでない、やりがいや喜び 

が仕事にあるのだなと感じてくれたことがうれしいです。貴重な 

機会を与えてくださった、企業、地域、学校の皆様、ありがとう 

ございました。 

・実際に仕事を見て、やってみて、帰って来てから『どうやったら 

･･･』と真剣に考えていました。1日目、２日目、３日目と少しず 

つ成長できたと思います。 

・今までは与えられた環境の中で過ごしていましたが、自分から何か 

を与える経験、今までは恩恵を受けていたのに、違う目線で感じた 

と思います。 

・趣旨通り５日間の体験ができれば良かったです。張り切っていき、 

喜んで帰ってくる姿を見ていたので残念でした。それだけ事業所の方によくしていただいたと感謝しております。 

・自宅から通える事業所が優先されているが、興味のある事業所にも行けるようになるといいかなと思いました。 

・どんな仕事をどのような工程でされているのか丁寧に教えていただき、３日間とてもいきいきしていました。働く自分を想

像することができ、とても実り多い体験となりました。 

 

＜事業所から＞･･･アンケートより抜粋 

・子どもたちにも職員にも常に真摯な態度で過ごしておられました。人の話を聴く態度もよかったです。一人一人が記録して

いた気付きも素晴らしかったです。今回の体験が自分の将来を考えるきっかけになってくれると幸いです。 

・初めての経験でとても緊張していたと思います。それでも職員やご利用者様からの声掛けにどんなときも笑顔で応対してお

られました。周りの状況を見つつ、「何かできることはないだろうか？」と自分たちで考え、相談し、行動していたことは素

敵なことだと思いました。ここでの体験を自信へと変えて、これからの日々も自分たちらしく頑張って過ごしてほしいで

す。 

・器用な生徒さんが増えていますが、失敗をすることで学ぶ仕事があることや、いつの時代も人との関わりで自分の夢や生活

が成り立つことをいつか実感してもらえばうれしいです。時代が違いますが、私も学生の頃のアルバイトで知ったこともた

くさんありました。こちらこそ本当にありがとうございました！！楽しかったです。 

・話す人の目を見て話を聴いてくれたことがまずは好印象でした。その態度が仕事にも表れ、指示したことをテキパキとこな

してくれた。受け入れたこちらの方が励まされた感じがします。働くことの意義、社会の中の役割を感じるよい経験になっ

たと思う。 

・生徒さんの言葉遣いや業務に対する積極性に自分たちも大変驚き、感銘を受けました。逐一 

メモをとる姿も素晴らしかったです。生徒さんたちにはこちらの要望以上の働きをしていた 

だき、非常に感謝しています。恥ずかしい話ですが、自分たちが勉強させられたと感じまし 

た。中学校の先生方、生徒の方々、大変貴重な活動をありがとうございました。 

・商品の管理や清掃を主にやっていただきましたので、地味なお仕事に感じられたかもしれま 

せんが、管理があってお客様に安心してお買い求めいただけるということが少しでも分かっ 

てくれればうれしいです。全員にすてきな商品ＰＯＰを作成いただきましたので、店内に飾 

っています。いつでも遊びに来てください。ありがとうございました。 

・日ごと成長がみえ、一緒に働いて気持ちよかったです。接客も自信とともに、声も大きくな 

り、周りの動きを見て、自ら動く姿勢が素敵でした。今後の人生の中で、この挑戦が役に立 

ったり、経験が自信につながってくれるとうれしいです。３日間ありがとう！ 

 

  

市民の命を守る仕事～消防署～ 

   

鑑識体験    正しくお薬を処方しよう 

 

ホテルの仕事体験 

 
お勧め図書POPづくり 

鑑識体験 



◇名水ポークの秘密 黒部市ふるさとキャリア教育推進事業 

 社会に学ぶ「１４歳の挑戦」目前の９月２２日（金）に、有限会社シンムラの新村嘉久さんに、ブランド豚「名水ポーク」

への思いや働く上で大切に思っていることなどを講演していただきました。 

養豚のような仕事は、やはり生き物を

飼育する仕事なので、餌やりなどの体力

がいる仕事もあるし、時には豚が病気に

なったり、死んでしまったりすることも

あります。だからこそ経営者の方や飼育

されている方々、そして豚に感謝して食

事をしようと思いました。新村さんがお

っしゃっていた「信用」や「信頼」をくず

さないように仕事に取り組みたいです。

（男子） 

私は新村さんの話を聞いて、従業員や消費者から

の信頼を裏切らないことが大切だと分かりました。

信頼を裏切ると回復に５年はかかると知り、そうな

らないように日々豚の体調管理、環境管理に努め、

責任をもって仕事をされているのだと思いました。

また、やりがいを感じるのは「利益を得て一人では

なくみんなで豊かになれたとき」とおっしゃってい

たところがすごいなと思いました。これからの生活

では、人の話を最後まで聞くことと、積極的に本を

読むことを心がけていきたいです。（女子） 

◇「奪還 めぐみへの誓い」鑑賞  

 １０月１７日（火）にコラーレで黒部市内の中学２年生、桜井高校生と共に拉致問題啓発舞台劇の鑑賞を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇合唱コンクール目前！猛練習中！ 

  １０月３１日（水）にコラーレで行われる合唱コンクールに向け、猛練習の日々を送っています。先日は宮﨑新悟先生から

合唱の指導をいただき、より深くイメージした曲想やハーモニーを意識した合唱にしようと頑張っています。 

 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 

学   級 

スローガン 

響け！ 

～飛び立つための序奏～ 

Beat your heart 

～３９色の音色を届けよう～ 

響け！心の奥まで 

届けよう 

～世界をかえるメロディーを～ 

Let's singing 

～ホールに響け 

瑠璃色のハーモニー～ 

光声響明 

～心１つに響かせよう 

ヒカリ輝くハーモニー～ 

曲 名 明日への序奏 時の旅人 世界をかえるために 瑠璃色の地球 ヒカリ 

責任者      

指揮者      

伴奏者      

パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー 

ｿﾌﾟﾗﾉ 
     

ｱﾙﾄ      

男声 

 

 

 

 

    

審査員      

 

 

拉致問題の解説、被害者家族から

のメッセージも聞きました。 

 

新村さんに質問！ 

◇拉致は自由に、好きなように生きる権利を奪い、拉致された人ばかりかその家族にも悲し

い思い、心に深い傷を残すのだと思いました。今まで自分は拉致問題について詳しく知ら

なかったけれど、今日の演劇を見て、拉致は絶対にあってはならないことで、みんなが拉

致問題について理解を深めなくてはならないと感じました。（女子） 

◇毎日学校に行く、友達と遊ぶ、運動をする･･･楽しい日々が突然なくなってしまう。拉致被

害者やその家族は、悲しく、辛く、眠れない日々を過ごしていると感じました。二度と起

こしてはいけない問題です。何も考えずに過ごすのではなく、家族や友達と会話できるこ

とを大切に思い、毎日を過ごそうと思いました。（男子） 

◇今後の予定 

 １０月３１日（火） 合唱コンクール ★お弁当が必要です  １１月１３日（月） ネットトラブル防止学習会 

１１月 ７日（火） 中教研学力調査（国・英・理）     １１月１７日（金） 午前 学校参観（１、２年） 

１１月 ８日（水） 中教研学力調査（社・数）       １１月２９日（水）～１２月１日（金） 期末考査 

 １１月 ９日（木） 学校訪問研修            ※漢検･･･11／2  英検2次･･･11／5  数検･･･12／2 

１１月１０日（金） ＰＴＡ講演会            ※令和６年度生徒会選挙に向けて、準備の１１月になります。 

  

 


